
11

目次

オンラインイベント開催報告



第16回食育推進全国大会inいわて

12

サイトマップ

新着情報新着情報新着情報
トップページ

次階層

①お知らせ

食育大会とは？

基本概要（主催、後援、テーマ、コンセプト）

次期開催地からのメッセージ 愛知県知事 大村 秀章様 ビデオメッセージ

アスリートメッセージ

受賞者一覧

講評 第５回食育活動表彰審査委員長 中嶋 康博 様 ビデオメッセージ

表彰者の活動紹介

全国都道府県食育取組活動ポスター

レシピレシピレシピ

レシピレシピレシピ

レシピレシピレシピ

いわて発！適量バランス弁当 レシピレシピレシピ

出展者一覧 レシピレシピPR動画

いわて復興の歩み動画

いわて復興の歩みパンフレットダウンロード

ライブ配信＆アーカイブ

6/27（日）

ライブ配信＆アーカイブ

ライブ配信＆アーカイブ 7/19「毎月19日は食育の日」番組配信 11月～

ライブ配信＆アーカイブ ダンス動画食育ダンス歌詞

⑫アンケート

高校生お弁当レシピコンテスト

専門学校生県産食材レシピ提案

給食献立提案

主催者挨拶 農林水産大臣 野上 浩太郎 ビデオメッセージ

主催者挨拶 岩手県知事 達増 拓也 ビデオメッセージ

来賓祝辞 参議院議長 山東 昭子様 ビデオメッセージ

来賓祝辞 衆議院議員 土屋 品子様 ビデオメッセージ

来賓祝辞 岩手県議会議長 関根 敏伸様 ビデオメッセージ

来賓祝辞 食育推進評価専門委員会座長 服部 幸應様 ビデオメッセージ

③開催のご挨拶

②開催概要

④第5回食育活
動表彰

⑤食メッセージ

⑥ポスター展示

⑦料理レシピ

⑧出展者ご紹介

⑨復興の歩み

⑩番組プログラム

⑪食育ダンス

6/26（土）



第16回食育推進全国大会inいわて

13

トップページ



第16回食育推進全国大会inいわて

14

開催のご挨拶

■主催者挨拶
農林水産大臣 野上 浩太郎

■主催者挨拶
岩手県知事 達増 拓也

第16回食育推進全国大会の開催に当たり、ひと言御挨拶申し上げ
ます。
私たちの食生活は、自然の恵みや、食に関わる人々の活動によって支
えられています。生涯にわたって健全な心と身体を培い、豊かな人間性
を育むためには、国民一人一人がその源である食に関心を持ち、健全な
食生活を実践できるよう、食育を推進することが重要です。
本年３月に決定した「第４次食育推進基本計画」では、生涯を通じ
た心身の健康を支える食育、持続可能な食を支える食育、新たな日常
やデジタル化に対応した食育を重点事項として、総合的に推進すること
としています。

本日から開催する全国大会は、食育推進基本計画に基づき、食育への国民の理解促進を図る中核的な行事とし
て行われるものです。今年は、食育推進県民大会や食育普及啓発キャラバンなど、食育に積極的に取り組まれてい
る岩手県において、オンラインで開催されることとなりました。本大会では、新しい基本計画を踏まえ、オンラインでの講
演や料理教室など、様々なコンテンツを岩手県から全国に発信し、誰もが、いつでも、どこでもアクセスできるものとなっ
ております。
また、農林水産省では、全国各地で食育の推進に顕著な実績を挙げられた方々を表彰する、食育活動表彰を
行っております。今年度の第５回食育活動表彰において農林水産大臣賞を受賞された、青森県の青森市食生活
改善推進員会、千葉県のプロジェクト鴨川 味の方舟、兵庫県の認定こども園 武庫愛の園幼稚園、東京都のJA東
京むさし小平地区、同じく東京都の株式会社Mizkan Holdings、宮城県の東松島市食育推進協議会、そして、
消費・安全局長賞を受賞された皆様に、心からお祝い申し上げるとともに、その優れた活動に敬意を表します。今後も
取組を継続していただき、各地域における食育の環を広げていただくことを大いに期待します。
最後に、新型コロナウイルス感染症のまん延防止という課題がある中で、今大会の開催準備に御尽力いただいた大
会実行委員会を始め、岩手県の関係者の皆様に、心から御礼申し上げますとともに、全国各地で食育に取り組んで
いらっしゃる方々の今後の御活躍と御健勝を祈念いたしまして、私の挨拶とさせていただきます。

また、今年の３月、東日本大震災津波の発災から10年が経過いたしました。これまでにいただいた、国内外の皆様
からの様々な御支援への感謝の気持ちを込め、復興の姿についてもお伝えすることとしております。
岩手県においては、「岩手県食育推進計画」で「岩手の風土や文化などの特性を生かしながら、食に関わる人々へ
の感謝と思いやりの念を深めつつ、食べることの大切さを理解し、安全安心な食べものを選択する力や望ましい食習慣
を育てる」ことを基本理念に掲げ、多くの団体・企業の皆様と連携し、「食育」を県民運動として進めてまいりました。令
和３年度は、第４次「岩手県食育推進計画」の初年度でもあります。本大会の開催を契機に県民運動としての食
育を、より一層盛り上げてまいりたいと考えます。
本大会が参加者の皆様にとりまして、食育に関する様々なテーマについて、じっくりと学ぶことができる有意義な機会と
なることを期待しております。
結びに、新型コロナウイルス感染症の影響が続く中、本大会の開催に当たり御協力いただきました関係者の皆様に、
心から御礼申し上げ、挨拶といたします。

みなさん、こんにちは。岩手県知事の達増拓也です。 「第16回食育推進
全国大会inいわて」の開催に当たり、御挨拶を申し上げます。
「食育推進全国大会inいわて」は、農林水産省、大会実行委員会、そして
岩手県の3者の主催により、「食で幸せ「希望郷いわて」 ～伝えよう いわての
魅力と感謝の気持ち～」をテーマとして、開催するものです。
今年の大会は、新型コロナウイルスの感染状況を踏まえ、初めてのウェブ開
催となります。ウェブ開催の特性を生かし、食や健康をテーマとした講演や岩手
県の郷土食、県産食材の魅力などについて、6月26日、27日の２日間に加
え、7月以降も動画配信等を行い、全国に向けて情報発信してまいります。
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開催のご挨拶

■来賓祝辞
参議院議長 山東 昭子様

■来賓祝辞
衆議院議員 土屋 品子様

全国大会の開催、誠におめでとうございます。
ウェブ開催という初めての取り組みで、岩手県の方はもとより、関係者の方々も、さぞ御苦労があったと思います。
そしてまた、この度、受賞された方々、心からお祝いを申し上げます。皆さんが地域社会の中心となって活躍をしてい
る姿を拝見すると、本当に私共も心強く感じる思いでいっぱいでございます。
食育の重要性の認識は、携わる方々の献身的な活動により、多くの人たちの間で広がってまいりました。一方、現
代生活の多様化・多忙化の中で、残念ながらバランスを欠いた食生活も増えているような気がいたします。今、新
型コロナウイルスのまん延で、やはり人々が自分たちの健康というものがいかに重要であるか、というのを改めて自覚を
したのではないでしょうか。大変厳しい日々が続いておりますけれども、良質の食生活をおくって、このピンチを乗り切っ
てまいりましょう。
皆さん、来年こそはお互い元気でお会いできることを楽しみに、愛知でお会いしましょう！

皆さま、こんにちは。衆議院議員の土屋品子でございます。第16回食育推進全国大会、開催にあたり御挨拶申し
上げます。
まず、食育で表彰された皆さま、おめでとうございます。永年にわたり食育活動に携わっていただきまして、感謝を申し
上げるところでございます。
さて、私は議員になる前、料理研究家として活動して参りました。そして、栄養士としても、さまざまなところで講演を
させていただき、食育活動に携わってきたわけでございます。そんな中で、議員になってからも、わたくしの政策の主の柱
として、食育というものがありまして、今も多くの先生たちと食育普及に活動を続けているところでございます。特に、この
３月に新たに決定いたしました「第４次食育推進基本計画」の中には、コロナの時代でございますので、それに関して
も様々な計画が作られておりますし、また、食文化の保護・継承というものも大切でございますし、それから、最近、環
境問題と食というのも重要になってきております。そんな中で、食品ロス削減というのが、これからの食育で皆さまの活
動に重要になると思っております。
こうした活動を踏まえて、私自身もっとも大事なのは、子どものころからの食の教育ではないかと考えております。コロナ
の時代に子どもたちもデジタルの授業が増えてきておりまして、子どもたちだけではなくて、この社会がデジタル化に向け
て進んでいる中で、食育がデジタルを利用して、さらに普及・拡大することを願ってやみません。
最後になりますが、皆さまの御活躍、御健勝をお祈りするとともに、岩手県、主催していただいた皆さまに感謝申し上
げます。また、農林水産省の皆さまにも、非常に多大な御尽力をいただいたことに感謝を申し上げ、御挨拶とさせてい
ただきます。本日は、おめでとうございます。
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開催のご挨拶

■来賓祝辞
岩手県議会議長 関根 敏伸様

■来賓祝辞
食育推進評価専門委員会座長 服部 幸應様

家庭や地域で受け継がれてきた伝統的な食文化の継承など、食に関するさまざまな課題が生じております。このような
中、食に関する人々への感謝と思いやりの念を深めつつ、食べることの大切さを理解し、安全・安心な食べ物を選択す
る力や望ましい食習慣を育てる「食育」は、極めて重要であると思います。
本大会は、「食で幸せ「希望郷いわて」 ～伝えよう いわての魅力と感謝の気持ち～ 」をテーマに開催されます。より
多くの皆様方が食育への理解と関心を深めるとともに、岩手の復興の姿と、豊かな食材や特色ある食文化に触れてい
ただくことで、実り多い大会となりますことをご期待申し上げます。
また、本大会は、新型コロナウイルス感染症の感染拡大の影響により、ウェブ上で開催されますが、食文化の発展に
携わる方々が動画により出演されると伺っております。食の提供に関連する産業が大きな影響を受ける中、本大会に
参加される皆様方に心から敬意を表しますとともに、今後とも、豊かな食文化の発展に向けて、より一層のご尽力を賜
りますようお願いを申し上げます。
結びに、本大会の開催にご尽力いただいた関係各位に心から御礼申し上げますとともに、大会のご盛会と新型コロナ
ウイルス感染症の一日も早い収束を祈念いたしまして、お祝いのメッセージといたします。

この３月に決定された「第４次食育推進基本計画」、この作成に向けて審議を行った食育推進評価専門委員
会の座長をしておりました服部でございます。一言ご挨拶させていただきたいと思います。
審議の中で出されました意見をご紹介いたしますと、４つほどございます。
ひとつ、近年世界的に気運が高まっているＳＤＧｓ、その目標と食育は大きく関係しておりまして、うまく結びつけ
ながら食育を推進していくことでございます。
２番目、第３次食育の基本計画の中からの持続性を考慮しつつ、国際的な動向として「持続可能な食事・食
生活」のための食育の推進や、環境への配慮が重要であること。これを組み入れました。
３番目、また、食料・農業・農村基本計画にもある食と農の関係、このつながりで和食文化の継承・保護にも重
要であるということを考えて、配慮しております。
４番目、新型コロナウイルス感染症を踏まえたうえで「新しい生活様式」への対応や、自炊力、自分で料理を作る
力ですね。家庭で皆さんが作っていただくことが大事ですからね。家族の共食、一緒にみんなで食べようということです
ね。非常に重要なので。オンライン教育の重要性とともに、デジタル化を進めるということも高齢者の方への配慮が非
常に重要であると思っておりますので、この辺も組み入れました。
この大会が気運を高めるものとなりますよう祈念しております。また、計画に「ピクトグラム」いわゆる見てわかる「絵
文字」なんですね。これを今回採用しましたので、これが多くの方々に食育を推進していただく大きなカギとなっている
と思いますので、ぜひ、これをよくご覧いただいて、今後、「ピクトグラム」を応用していただくと大変うれしいなと思います。
ぜひ、この大会を期待しておりますし、この大会をもとに第４次基本計画が５年間の間、進むように願っております。
どうぞよろしくお願いいたします。

みなさま、こんにちは。岩手県議会議長の関根敏伸です。 「第16回食
育推進全国大会inいわて」が開催されるに当たり、岩手県議会を代表し
て、心からお祝い申し上げます。
東日本大震災津波から10年が経過いたしましたが、発災以降、復旧・
復興に取り組む岩手県に、県内外の皆様方から多大なお力添えを頂いて
おりますことに、深く感謝申し上げます。
さて、近年、食に関する嗜好の変化やニーズの多様化が進むとともに、若
い世代の朝食の欠食や、脂質・塩分の過剰摂取による肥満や高血圧と
いった生活習慣病の増加、食の安全・安心の確保や、
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開催のご挨拶

■次期開催地からのメッセージ
愛知県知事 大村 秀章様

皆さん、こんにちは。愛知県知事の大村秀章です。次回開催地として、ご挨拶を申し上げます。
まず、いわて大会の実開催がコロナでかなわず、残念ではありますが、全国大会をウェブで開催するという初めての
試みで、このような形で参加させていただけることは大変光栄に思います。関係の皆様には、多くの困難もあったかと
思います。心から敬意を表したいと思います。
愛知県は、自動車産業を中心とした製造業が盛んな工業県であるだけでなく、中部地区最大、全国有数の農業
県であり、愛知県に面する豊かな海に支えられた水産県でもあります。うなぎ、あさり、抹茶、キャベツ、花など全国で
トップクラスの生産量を誇る農林水産物も多く、また、味噌、醤油、みりんなどの醸造文化が盛んで、それらを使用し
た郷土料理や、みそかつ、ひつまぶしなどの「なごやめし」も有名です。
昨年、2020年に愛知県で第15回食育推進全国大会を開催する予定でしたが、コロナの影響で中止となりまし
た。来年、リベンジを果たすべく、岩手県からバトンを受け取りまして、日本で最大級の展示面積を誇る愛知県国際
展示場「アイチ スカイ エキスポ」で、第17回大会を開催いたします。大会のテーマは『“SHIN(しん)化(か)”する「い
きいき食育」あいちから』で、歴史、文化、風土と「食」との関わりについて、理解を深める場とするとともに、今まで県内
の様々な関係者が連携してすすめてきた「あいちの食育」を通じて、新しい時代の食育を提案し、学びあう場としたい、
とも考えております。
ぜひ皆様も観光と合わせて足を運んでくださいますよう、よろしくお願いいたします。ありがとうございます。
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第5回食育活動表彰

■実施内容

農林水産省では、第４次食育推進基本計画に基づき、ボランティア活動、教育活動又は農林漁業、食品製造・
販売等その他の事業活動を通じて食育を推進する優れた活動を表彰し、食育を推進する方々の功績を称え、その
活動内容を広く周知し、さらに食育活動が展開されていくことを目的として、食育活動表彰を行っております。
このたび、第５回食育活動表彰において、全国から応募のあった241件の中から、特に優れた活動を行っている６
団体に農林水産大臣賞、優れた活動を行っている10団体に消費・安全局長賞が授与されました。

■受賞者一覧

■講評
第５回食育活動表彰審査委員長 中嶋 康博 様

本年は、新型コロナウイルス感染拡大のために、ご苦労されながら食育活動を進められてきたことがうかがわれました。
そのような中、取り組まれた皆様に敬意を表したいと思います。
審査を通じて、様々な意義深い活動に出会うことができました。親子の絆を深めながら、家族で健康な食習慣づくり
を進める活動、行動変容を観察して食育活動を検証する積極的な取り組み、住民と共に地元の味や調理法を記録
することでの地域再生の試み、地場産学校給食のシステム構築への貢献などが印象的でした。
惜しくも選から漏れた候補には、今後の発展が期待できる興味深い取組がありました。それらの中には、このたび策定
された「第４次食育推進基本計画」での課題となるような新たな食育に挑戦する活動が現れつつあったことを指摘した
いと思います。
最後に、この表彰が国民や社会への食育の推進の大きな契機になることを祈念いたしまして、私からの講評とさせて
いただきます。
受賞者の皆様、本日はおめでとうございました。

審査委員会の委員長、東京大学の中嶋でございます。審査委員会を
代表して講評を述べさせていただきます。
第５回「食育活動表彰」では、全国の都道府県等から推薦された２
４１件の活動の中から、優れた１６の団体の食育活動が受賞されまし
た。受賞された皆様、心からお慶び申し上げます。
審査委員会では審査基準に基づき、先進性、継続性、有効性、波及
性、そして実践性の５つの観点から評価を行いました。その上で、第３次
食育推進基本計画で掲げられた５つの重点課題に取り組まれている
か、また地域との連携を踏まえて活動を進めているかを詳しく見させていた
だき、審査委員で熟慮を重ねて受賞団体の決定を行った次第です。
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第5回食育活動表彰

■表彰者の活動紹介
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第5回食育活動表彰

■第５回 食育活動表彰事例集・募集
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⑤食メッセージ

■実施内容

岩手県が誇る、世界、全国的に活躍している岩手県出身のトップアスリートや岩手県のプロスポーツチームに、食の
大切さや感謝をメッセージにしていただきました。

※掲載している所属チーム等の情報は、令和3年6月26日現在の情報となります。




